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ブルガ リア料理 レポー ト

国際理解 セ

ミナーの2回

目で す 。 多彩

な メ;ユ ー に

参加 者 全 員 大

満 足 。(P2、P3)

ごセしや陶 藪 舞

蹴
フ ィ リ ピ ン料 理 レポ ー ト

国 際 理 解 セ ミナ ー の3回 目 で す 。

食 べ て 踊 っ て わ い わ い が や が や。

(P3)

国際交流 フェス タ予告

来 る3月21日(祝)、KAlF

Aの 総 力 を結集 した大 イベ ン トを

行な い ます。(P5)

ボウリング大会報告

家族 も友達

もみんな一緒

に楽 しみま し

た。景品もど 懸 難 灘

っ さ りあ りま した 。(P4、P5)

影縫

A
黙
F
暫
-
際
㎞
咽
物

A
カづ
報

K
噸
会
力

パ ンフ レ ッ トや ホ ー ムペ ー ジで お な

じみ 、KAIFAの シ ンボ ルマ ーク。

これ を使 って 旗 を つ くる計 画 で す 。

(川ustratedbyKUMIKαN)

ふれあい交流祭

毎年恒例国際

セ ンターの大 イ

ベ ン ト。KAI

FAは 絵 て がみ

で 参加。(P6)

劇 団 「あけ ぼの 」公演

。翻;ゴ,鱒 。・
一 マ ンス

。 熱 い

思 い が つ な が り

ま した 。(P7)

多言語進路 ガイダンス

日本語に不 自由する子 ども、家族

に入試惰報などを提供 しました。

(P7)

こ とば部会 交流 会

日 本 語 ボ ラ ン テ 警

イァ と学 習者 との 囎.'妻

親 睦 パ ー テ ィが 行

われ ま した。(P8)撫
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第2回 国際理解セ ミナー(ブ ルガリア編)

談

鰻

耀

醸

平成15年7月13日(日)

中央公民館料 理室 で、KAlFA

主催第2回 国際理解 セ ミナー

(ブ ルガ リア編)が 開催 され ま

した。 当 日は、 田尻町 りんく

うタウンにある国際交流基金

関西国際センターに研修のた

め2月 か ら7月 まで来 日して

いたナ デ ィア ・スヴェ トロザ

ロヴァ ・カルパクチエワさんを講師に迎え、KAIFA会 員 など約40名 が参加 して有意義な一

時 を過 ご しました。

午前10時 に集 まった参加者 は6つ のテーブルに分かれて さっそ く料理作 リに取 リ掛か

り、 「ムサカ」とい うジ ャガイモ ・ミンチ肉 ・トマ トを使ったメインディッシュ、 「タラ

トール」 というヨーグル トたっぷ りのスープ、 「ショプスカサラダ」という緑黄色野菜に

白チーズを加えたサラダ、それに 「ネガルチェ」と呼ばれる]]ア パウ ダーを利かせたケ

ーキ を作 りま した。料理をオーブンにかけ焼きあがるまでの時間には、講師から写真を使

ったブルガリアの名所 ・旧跡や生活 ・風習についての説明を受け、熱心な参加者からは次々

と質問が寄せられました。オーブンが

出来上がりを告げると、お楽 しみの試

食会の始まりです。参加者の 「おいし

い1」 「家で も作 ってみ よう」 とい う

声が調理室のあちこちであがり、心も

お腹もいっぱいになったところで解散

となりました。(右 ページ下 に続 く)
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第3回 国際理 解セ ミナー(フ ィリピン編)

平成15年12月6日(土)中 央公民館料理室 にて、KAIFA主 催第3回 国際理解セ ミナ ー(フ

ィリピン編)が 開催 され参 加者は和やか なひ と時を過ごしま した。講師を務められた川崎

リディアさんは、好きな言葉が 「まこころ」というとお リ、まこころ一杯に教えて くださ

いました。料理は二品。先生は、日本の:方のおロに合 うか どうか心配 をされたようですが、

少 し日本風にアレンジをされたものを紹介 してくださいました。

ひとつは、お酢としょうゆで味付けして煮たチキンの料理です。暑い気候のフ ィリピン

では食欲が落ちたときには うってつけで、酢の酸味が食欲を増進させるそ うです。もう一

品は、 トロピカルサラダ。キャベツ、 リんご、イチゴを生クリームの ドレッシングで和え

たサラダです。調理時間も一時間ほどで簡単でおい しいフ ィリピン料理の出来上がりです。

どちらも大変おいしくて、ついつい食べ過ぎて しまいました。

食後は、フィリピン名物のバンブーダンス。竹の棒でリズムを取 リながら、いち ・に ・

さん。いち ・に ・さん。難 しそうですが昔ゴムとびをされた方なら、体が自然にリズムを

取 り、いち ・に ・さん。いち ・に ・さん。上手にされていました。なかにはお決まりの竹

に足を挟まれて、アイタタタッ!少 々取 リすぎたカロ リーを しっかリ消費 しました。

..巾,疲 ♂ 蟻'冥,ヒ...♂ こ 奪丁轡 一 ・ 酬'畔 勢 三 「 触 ψ 叫`」 砂1.」o鯉 砂 嵐.-`P噸 匹 酌・幽 簡`.つ1噸 ⇔ 、 照 「怖 や ＼1」 脇 ウ ・.レ ・働 し...一 齢 ←!汐 心 略鳥.・.

(左 下 よ リ続 く)日 本では 「ブル ガリアと言 えば ヨーグル ト!」 とい うイメージがあ り

ますが、今回もすべての料理に使われていました。ブルガリアではヨーグル トが日常の食

生活に自然に溶け込んでいるようです。ヨーグル ト以外では、バラやそれを使った香水、

上質なワイン等で有名な国です。現在日本では、国内にいなが らにして様々な国の料理が

味わえる様になって来ていますが、ブルガリアなどの地域独特の家庭料理を作 ることから

楽 しめるのは、この企画ならでは1今 回参加 されなか った方 も、次 回はぜひチャレンジし

て ください。
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KA至FAボ ウリング大会

10月18日(土)晴 れ 。 貝 塚 コ ス モ レ ー ン

この 日はKAlFA初 の大 ボ ウ リ ン グ 大 会 が行われま した。貝塚市在日外国人教育研

究会の先生方のご協力もあ り、参加者は78名 とな りま した。

ゲ ーム が始 ま って皆

さん楽 しくされていま

したが、ふ と見ると会

.響 撫 魏 論 嚇 晦 嚇 繭 ・・球だ1・そ・で投げ

たのですが2回 ともガ

賦.:1、..、」:..一 ター で 、 彼 に 「希 望

な し!」 と ス ッパ リ斬 られ て しま い ま した(哀)。 楽 しい時 間 は早 く進 む よ うで 、次 々 と

ゲ ー ムが 終 わ り、 早 く終 わ った参 加 者 は 、 皆 さん 持 ち よ りの景 品 が並 ぷ コ ー ナ ー で品 定 め

を してお りま した。 全 て のゲ ー ムが 終 了す る ころ には 景品 の 回 りは 人 だ か りで 何 も見 え ま

せ ん で した 。結 果 は次 の とお りで した。(敬 称 略)

〔「

男 子

i「　 l

!西 原 利隆、小西 麩:i

女 邑

一般の部優勝 原田 淑美

1一 置[

i「顧 顧嚢「 栖 洋
『 ㎜「「}

中島 千尋

「一
、低 学 年 ・幼 坦 ¢1部優跨_L..、__少 酉._量 治.. 一」.__.莇 旦 」美慧

_左鰹二内二⊥[=二 二=藍 …
...7二ζ「.」障...

}一.
ii

...il...... 母脊川..アィラチェリカi
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小学生の部で優秀な小西洋君のご家族は

皆さんそれぞれ賞を獲 っておられ、恐るべ

きボウリングファミリーですね。この日ボ

ウリングが初めてだというヴァン ・ダット

さんも楽 しんで くれていました(し か も結

構 いい成績 で した よi)。

授 賞式 も終わ り、あんなにあ った景晶は全

て無 くなって しまいました。最後はまるでバ

ーゲン会場のような光景で した。さて、次回

はいっになるかはまだわか りませんが、それ

までに皆さん力をつけて再び挑んでくれる

ことをお待ち しております1!一
予告

かいつか国際交流 フェスタ

☆☆ 見る・聞く・食べる 世界の文化 ☆☆☆

日時:2004年3月21日(日)午 前11時 ～午 後2時

場 所;コ スモ ス シ ア ター前 庭 ・職 員会 館 周 辺(貝 塚市 役 所 す ぐ横)

① ス テ ー ジで は国 際色 豊 か な ダ ン スや演 奏 、参 加 コー ナ ー も有 り。

タ ッサ ニ ー ・タ イ舞 踵 団 、 フ ィリ ピン ダ ンス カ ンパ ニー 、韓 国 太 鼓(チ ャン ゴ)、

夢 舞 台(よ さ こ い ダ ン ス チ ー ム)、 第 二 中 学 校CCC(和 太 鼓)、 南 小 学 校 力 ン

フ ー体 操他 を予 定

② 模 擬店 で は 食 を通 した 国際理 解 と コ ミ ュニケ ー シ ョン。

ブ ラ ジル ・ボ リ ビア ・ペ ル ー ・ネパ ー ル ・韓 国 ・台湾 ・中 国 ・ベ トナ ム

この ほ か お 茶席 や 、 こ ども た ち に は輪 投 げ コ ーナ ー に アー トバ ル ー ンの プ レゼ ン

トもあ ります。(予 定)

③ 外 国 の 人 との会話 コー ナー ・お 国紹 介 ・KAIFA活 動 紹 介 そ の ほか 現 在 企 画 中 です 。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
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ふれあい交流祭

2003・23・Nov関 西 国 際 セ ン タ ー

轟

謹凝欝 藁

繋
孟寧

.羅

懲轟

ぜ!簾 勢

塗.議_麟3

行ってきましたrふ れあい交流祭 』。

た くさんの人が毎年 この 日を楽 しみに

しているように、私もかなり楽 しみにし

ています。

各市町からのいろいろな出 し物に加

え、国際センターの研修生の方々も 『お

国紹介』をされていました。そ して我が

KAlFAか らは恒例の 『絵 てがみ』。

今年 もた くさんの人が来て くれました。

はっきり言 って皆 さん私 よりも上手で

す。描いている間はみなさん真剣な顔で

したけど、出来あがった時は本当にうれ

しそうな顔をされていました。かぼちゃにみかん、柿など、この季節ならではの絵に、気

の利いた一言も加わり素敵な絵てがみができていました。

途中、他のブースも見学に行きました。イスラエル産の ドライフルーツの試食があった

り、イン ドネシアや、東ティモールの紹介もあ りました。他市町では泉佐野市のお餅つき

や、熊取町のお茶、田尻町のファッションショー、中でもめずらしいのが泉南市の南京玉

すだれの実演でした。これは減多に見られませんからね。た くさんの人が手拍子をしなが

ら楽 しんでいました。

会話パー トナーに参加 している人もしていない人も、関西国際センターに自由に入れる

年に一度のチャンスです。今回行けなかった方は、来年こそ一緒に楽 しみましょうね。

(関西国際セ ンター とは)海 外 における日本語教育支援のため、田尻町 りん くうタウンに

建設された独立行政法人国際交流基金関西国際センターです。海外から毎年多くの日本語

研修生を受け入れています。ウェブサイ トはhttp:〃www.jpf.go.jp/j/kansai/
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フ ィリピンの子 どもたちの劇 団 「あけぼの」公演

平 成15年10月2日(木)、 貝 塚 市 の コ ス

モ ス シ ア タ ー で 、 フ ィ リ ピ ンの 子 ど もた ち

(ジ ャパ ニー ズ ・フ ィ リ ピー ノ ・チ ル ドレ ン)

の劇 団 「あ け1まの」 の 公演 『仮 面 の 下 に～J

FCの 喜 び と悲 しみ ～』 が あ りま した。子 ど

も た ち は 日本 人 の 父 親 と フ ィ リ ピ ン人 の 母

親 の間 に生 ま れ た子 ども た ち で す。

劇 の 内容 は 、 自分 た ち の境 遇 を ス トー リー

に した もの を 、歌 ・踊 り ・語 りで表 現 す る と

い うも ので した。 劇 の 後 には 、観 客 と子 ども

た ちの や り取 りが あ り、子 どもた ち の 思 い や 、

スタッフのご苦労などが聞けました。 また、子 ども達 ・スタッフは、協会のメンバーの

家庭にホームステイし、楽 しい時間を持たれたことと思います。

公演の翌 日、子 ども達、スタッフは市内の南小学校を訪問され、授業に参加 し、給食を

いっしょに し、午後には、6年 生 との交流会 、国際 クラブ生徒 との交流会 と多忙な時を過

ごされました。

⇒⇒ ⇒⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒⇒ ⇒ ⇒⇒ ⇒⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒⇒ ⇒ ⇒⇒ ⇒ ⇒ ⇒

泉南地区 「多言語進路ガイダンス」開催

10月26日(日)、 府立佐野高校で泉南地区の 「多言語進路ガイダンス」が開催されま

した。これは、泉南地区の中学校に学ぶ、日本語に不 自由する子ども達 ・家族に対 して、

その国の言語で日本の入試制度や高校のことについて知 ってもらおうというものです。

当日は、まず高校の教員か ら、入試制度や奨学金のことについて説明があ りました。続

いて、先輩の話 として佐野工業高校定時制に通 うブラジル人生徒から、高校の様子などの

話を聞いた後、7家 族9名 の 中学生 ・保護者が、中国語、韓国語、スペイン語、ボル トガ

織 孟蒙 奪籔 二誠錨 ふ嚢し
て個別の相談が行われました。

参加者の感想は、「自国の教育システ

ムと違 うので、このような機会を作 って

くれたことに感謝 している」「生徒が進

路について真剣 に考えるきっかけ とな

った」等、好評なものが多 くありました。

かいつか国際交流協会か らは、「スペ

イン語サロン」で学習 している高梨さん

が通訳 として協力いただきました。あり

がとうございました。
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ことば部会交流会

平成15年12月14日(日)貝 塚市職員会館 で、ことば部会交流会が行われ約20名

が参加 しま した。 当 日は 日本語ボ ランティアと学習者とが、それぞれ持ち寄った食べ物を

囲んでおしゃべ りした リ、みんなで「旅愁」の中国語版や 「きよしこの夜」を歌ったりして

楽 しく過ごしました。普段顔 を合わすことのない学習者同士などの交流もでき、有意義な

催 しとな りました。

参加者からは 「またや りま しょう」 との声もあり、ことば部会では今後も交流を深める

機会を設ける予定です。

容は以前 にも増 して充実 させたつも りです。

1ご 意見 ご希望 身近 なニ ュー スな ど、事務局 までお寄 せ くだ さい。み なさん方の活 動を よりよい形

で情報発信す るため、紙面づ くりに広報部員一同がん ばってまい ります。皆様方のご支援 ご協力 を

お願いいた します。

最後に、取材や原稿依頼 に快 く応 じて くださった方 々、事務局 、編集 スタ ッフその他関係者のみ1

な さん、本当にあ りが とうございま した。

r徽 臨"…r　 写　 　 置捌 妊　 聯 　 膨　 働"仰働 召""働 師"御 … … 罰"窟曾獅　 　 鴛

デ ス ク あ と が き;
二

1す糊 藩 黎 鷲 器 謝 扇1大 幅に遅れましたが何とか春になるまでに発行i
ノ の

1お 気づ きとは思 いますが 、前号 の派手 な(?)変 身 とは打 って変わ って、今回は地味 に、つま り;
び チ

エコロジカルに省資源ス夘 レになっております・おごるバブルは久しからずやです帆 かし内1

Oすアー

PS.ウ ェブサ イ ト(ホ ームページ)に は、紙面 に載 せきれない写真や記事 をた くさん盛 り込んで

膿 』饗 哲膠1甑 ツ篇 篇意灘 驚 読7も雪島 鑑 欝l
a
r

2004年3月4日1
疹刎房一 かいつ姻 鮫 流船 広報翻
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